
No Community, No Life.
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公園 デパート 商店街 集落 郊外住宅

総合計画 福祉計画 食育計画医療施設 美術館

コミュニティデザインのフィールド

企業 行政 大学生協 寺院
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有馬富士公園
（兵庫県）

2001-2007
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来園者

有馬富士公園
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泉佐野丘陵緑地
（大阪府）

2007-
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■整備の役割分担

リーディング区域
運営会議の意見を聞きながら

行政が整備する区域

コラボレーション区域
計画段階から、府民と行政が

運営会議の意見を聞きながら

一緒につくっていく区域
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■パークレンジャー養成講座

・2009年度から開講
・全11回の養成講座を実施
・公園づくりに必要な知識や

技術、仲間とのコミュケー

ション方法を習得

・2009年度修了生21名
・2010年度修了生28名
・2011年度修了生34名
・2012年度受講生20名
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■パーククラブ設立準備会（養成講座修了後の動き）

□現地での活動（月に３回）

□会議（月に１回）

・活動の報告
・今後の活動内容の検討
・パーククラブ会則の検討 等

・公園内の道づくり
・動植物調査
・イベント準備
・草刈り
・竹林の伐採等
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マルヤガーデンズ
（鹿児島県）

2009-2010
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立川市こども未来センター
（東京都）

2011-
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根室別院
（北海道）

2014-

14



門徒さんでなければ、お寺には入りにくかった

お寺

159



寺カフェ

地域との接点をつくれば、お寺に来る人がいる
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コープこうべ
（兵庫県）

2015-
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こえるプロジェクトの流れ
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沼田町コンパクトエコタウン

（北海道）

2013-
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商業

医
療

住
宅

福祉

農地

市街地

自然エネルギー

新規就農起業

若者

小規模自治体のコンパクトタウンモデル

高齢者(住み替え)

町内(住み替え)

若者(改修)

町外(住み替え)

解体

商品化
販売

地域経済
(6次産業化)

在宅

予防

配達

農業
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これから塾の開催

第１回 参加者28名 第２回 参加者78名

町内 65名
町外
13名町内 25名

町外
3名

第３回 参加者60名 第４回 参加者55名
町内 35名 町外20名町内53名

町外
7名
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北加賀屋みんなのうえん
（大阪府）

2011
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畝づくり

畝づくり・苗植え

苗植え
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泉北ニュータウン魅力発信
（大阪府）

2015-

24



1年目
テーマ別のチームにわかれて活動企画 → お披露目会

まちの食堂
キーワード：飲食、 調理、収穫

キーワード：音楽、 アート、交流

まちの庭
キーワード：遊び、学び、運動

まちの廊下
キーワード：移動、道づくり、清掃

まちの玄関
キーワード：情報発信、魅力発掘

泉北をつむぐ まちとわたしプロジェクト
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墨田区食育推進計画
（東京都）

2011-
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すみだ食育ワークショップカード 『食で育む100のタネ』
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富岡市世界遺産まちづくり
（群馬県）

2012-
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観光の来訪者数が300万人とした場合の

受け入れビジョンは？

？
300万人×1年

？
25万人×12年

？
50万人×6年

ビジョンを共有した上で、市民が主体となった具体的なアクションへ

世界遺産の「消費期限」は3年？
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長久手なでラボ
（愛知県）

2012-
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いえしまプロジェクト
（兵庫県）

2002
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＜のりっこ＞

・家島の空気感を伝える四方のメッセージ

・お土産として誰かに買って帰りたくなる上品さ

・島ののどかな雰囲気を伝えるため商品名をひらがなに

パッケージデザインの研究・開発
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「公」を担う「民」としての役割

・特産品づくりは、島のPRにつながる。
・特産品販売で得た利益を、島の公的な活動につなげる。

NPOいえしまの特徴

特産品

まちの広報

コミュニティ
バス

33



海士町プロジェクト
（島根県）

2007
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● 未来をつくる会の開催内容

第１回

第２回

第３回

第４回

第５回

第８回

全員

各チーム

各チーム

勉強会

各チーム

全員

未来をつくる会とは？＋チーム分け

海士町の理想の１０年後とは？

海士町の魅力（強み）・不安

社会の流れと各チームの中間報告会

不安を解決するためのアイディア

海士町の未来への提言（最終報告会）

第６回 各チーム アイディアの具体化

第７回 各チーム アイディアを提案集にまとめる

勉強会や合宿
を３回実施
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小豆島コミュニティアート
（香川県）

2012-
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アートのルールについて学ぶ
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様々な濃度の醤油に、後ろから光をあてる
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アクリル板に貼付けし、壁をつくる
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ひしお（醤）会がまちづくりの活動を開始
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笠岡諸島こども振興計画
（岡山県）

2008
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笠岡市産業振興ビジョン
（岡山県）

2012-2014
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しまのわ２０１４
（広島県）

2013-
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2014年 3月 21日〜 10月 26日
約 420件 （両県合計）

約 457万人（両県合計）

会期

プログラム数

来場者数
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まとめ
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90％

従来の受動的な学習

積極的な学習

ラーニングピラミッド

講座

読書

視聴覚

デモンストレーション

グループ討論

自ら体験する

他の人に教える

75％

50％

30％

20％

10％

5％

平均学習定着率

出典：アメリカ国立教育研究所 50



定住人口と活動人口の関係

定住人口が減る➔交流人口を増やそう！

⇒活動人口も増やそう！
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定住人口と活動人口の関係

個人主義
産業構造の変化
若者の都市への流出

活動人口減少へ

連・講・結・座の時代
住民同士で
助け合った時代
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